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◆ＵＲＣ資料室ニュース  

平成28年度 第２回ＵＲＣナレッジコミュニティを開催しました。 

福岡市を数値化してみたデータブック｢FUKUOKA GROWTH 2016」で知ろう！福岡市の姿 
URC ナレ

ッジコミュ

ニティは、福

岡市のまち

づくりや文

化、コミュニ

ティ、国際な

ど幅広いテ

ーマについ

て、講師の話

をもとに、参加者が相互に語り合う｢知のコミュニティ｣

の場づくりを目指しています。 

今回は、７月２９日金曜日１８：３０～２０:００、

URC やデータブックを多くの方に知っていただくため

に、TSUTAYA BOOKSTORE TENJIN ３階のスター

トアップカフェに会場を移しました。 

さまざまな福岡市のマーケットデータについて、

「FUKUOKA GROWTH 2016」をもとに、同誌の調査、

編集、発行を担当したURC情報戦略室の畠山尚久研究

主査が、一部データを更新し、ご紹介いたしました。 

後半は中島賢

一調整係長がモ

デレーターを務

め、「数値化した

いデータ」につい

てグループワー

クを行いました。

いろいろなアイ

デアを参加者の

みなさまがおひ

とりおひとり付箋に書いて掲示し、共感を得た付箋にシ

ールを貼るという形で投票し、多くシールを集めた方か

ら、数値化したい理由を解説していただきました。 

会場は終始和気あいあいの雰囲気で、多くの交流がな

されていたようでした。 

たくさんのご参加、運営へのご協力に心から御礼申し

上げます。 

ところで、みなさまが書いてくださった付箋は、当日

の写真を添えて資料室の入口近くに展示しています。ご

興味のある方は是非ご覧ください。 

写真出典：URC撮影 (山崎三枝 司書）

 
◆ＵＲＣニュース  

①平成２８年度 市民研究員受入事業を開始しました！   

７月７日火曜日に、当研究所において、今年度の市民

研究員委嘱状交付式並びに第１回定例会を実施しまし

た。今年度は、「さらなるグローバル化時代に向けての

福岡市のまちづくり」という共通テーマを設定し、６人
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の研究員が活

動を行います。 

委嘱状交付

式では、当研究

所副理事長の

中沢より、市民

研究員一人ひ

とりに委嘱状

が交付されま

した。研究員の

皆さんは、引き締まった面持ちで委嘱状を手にし、これ

から来年３月まで、約９か月間の活動のスタートを切ら

れました。 

委嘱状交付式のあと、引き続き第１回定例会を開催し

ました。研究員の皆さんが研究したい個別テーマを、そ

れぞれ５分ほどで発表していただき、共有を図りました。 

 その後、岡田特別研究員による、各研究員のテーマに

対する意見や、事務局から事業概要の説明、連絡事項等

があり、第１回定例会が終了しました。 

 続いて第２回定例会は、７月２７日水曜日に実施しま

した。 

今回は、平成２７年度の市民研究員の報告書を見て

感じたこと、考えたことについて意見交換を行い、次

に、岡田特別研究員から、「福岡市の経済社会の基礎

知識」と題して、３０分程度の講話を行いました。福

岡市の特徴や成長要因、産業の現状などについて、統

計を用いたわ

かりやすい内

容となりまし

た。 

 講話の後は、

各研究員が考

えているテー

マについての

ディスカッシ

ョンや、研究手法についてのアイデアを出し合う時間

が設けられました。テーマが近い研究員同士で連携し

て研究を進めるといった議論が活発に行われ、たいへ

ん有意義な時間になりました。 

  ８月以降も、毎月２回定例会を実施し、１１月には

中間報告会を、

３月には最終

報告会を予定

しています。 

今後の活動

については、資

料室だよりや

当研究所 HP

等で、随時報告

していきます。   

写真出典：URC撮影(中島賢一 調整係長）

 
②平成２８年度 第1回都市セミナー グローバルに成長し続ける都市『福岡』を開催しました。
７月１４日木曜日１３：３０～１６：３０、福岡アジ

ア美術館８階「あじびホール」にて平成２８年度第１回

都市セミナー「グローバルに成長し続ける都市『福岡』」

を開催致しました。 

まず、建築家の迫

慶一郎様に「福岡の

ポテンシャルはど

こにあるのか」と題

した基調講演をし

て頂きました。 

中国を中心に、手

掛けられたプロジ

ェクトの数々は、目

を見張るものでしたし、豊富な経験に裏打ちされたまち

づくりのあり方、福岡の魅力と発展ポテンシャルなどに

ついて、非常に有意義なお話を頂きました。 

続いて、当研究所の久保上席主任研究員による総合研

究「発展する都市／衰退する都市」の発表、福岡地域戦

略推進協議会の取り組みについて清﨑ディレクターよ

り報告を行いました。 

最後の会場との質疑応答においては、多くの方から手

が挙がり、非常に有意義な意見交換の場となりました。

また、セミナー終

了後も、名刺交換

や情報交換が続

き、参加者の皆様

方の意識の高さ

が感じられまし

た。 

今回のセミナ

ーは、告知開始直

後に定員(100 名)

に達してしまっ

たため、参加申込

みを早々に締切

らせて頂きまし

た。今回参加でき

なかった方も第

２回セミナーを、

秋頃開催する予

定ですので、次回

をご期待頂ければと存じます。 

    

      写真出典：URC撮影 (山本美香 主任研究員）
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③国際研修受け入れ報告 
その1 香港高等教育科技学院から視察研修を受け入れました。 

7 月 25 日

月曜日から

29 日金曜日

までの日程

で香港高等

教育科技学

院（Thei）が

日本から現

代都市化の

持続可能性

を学ぶこと

をテーマに、福岡市のまちづくりの視察・研修を目的に

来訪しました。Thei視察団（Thei景観デザイン学部学

生 8名、教員 1名、景観・建築専門家 3名）の来訪は、

昨年に引き続き2回目となります。 

福岡アジア都市研究所（ＵＲＣ）で福岡市の景観政策

と緑化政策について講義を受け、大濠公園や舞鶴公園、

御供所地区やアイ

ランドシティの中

央公園、はばたき公

園を視察し、特に、

アイランドシティ

のCO2ゼロ街区の

関心が高く『エネフ

ァームのような燃

料電池と太陽光発

電を利用した省エネ地域として開発していることが印

象的だ』、『電線を埋めた景観が綺麗だ』といった感想が

上がっていました。今回の視察研修が彼らの今後の活躍

に役立つことを期待しています。 

 
その2国連ハビタットナイロビ本部のアリウン(Dr. Alioune BADIANE)事業統括部長来福！ 

7月29日金曜日、国連ハビタットナイロビ本部のアリウ

ン（Dr. Alioune BADIANE）事業統括部長の来福にあわ

せて福岡市の水道事業と環境事業（その中でも特に廃棄物

処理）に関する視察・研修を実施しました。 

アリウン氏は臨海工場、３Ｒセンター、西部中田埋立場、

今津運動公園（元埋立場）、西部汚水処理場、水管理セン

ターの視察や環境政策に関する講義を通して、福岡市が有

する技術やノウハウを高く評価されていました。特に、環

境局長との会談では、母国のセネガルにも福岡市の環境政

策を導入したい

と賞賛されまし

た。今回の視察研

修をきっかけと

して、福岡市とセ

ネガルのコラボ

事業を期待して

います。 

写真出典：URC撮影 (李英雄 国際視察研修担当） 

 
④福岡教育大学附属中学校の生徒さんが弊所を訪問されました。 

7月中旬、福岡教育大学附属中学校から三年生の生徒さ

ん三名が、「総合的な学習の時間」の校外研究のため弊所を

訪問されました。三名それぞれが事前の自己研究に基づい

て、福岡市の都市計画について研究テーマを設定し、万全

たる準備のもと、弊所の久保上席主任研究員と一時間に亘っ

て熱い議論を交わしました。 

三名は最

初に、都市

とは何かか

ら始まる福

岡市の都市

計画につい

てのレクチ

ャーを久保

主任から受け、当初の緊張が和らぐなか、各自の事前研究か

ら生じた意見・疑問やレクチャーについての鋭い質問を矢継

ぎ早に投げかけていました。 

福岡市のコンパクトシティ計画や人材・資本を呼びこむた

めの再開発計画、アジアを中心に世界中の諸都市との比較

考量など、弊所の研究の核心に近いテーマに生徒の皆さん

が興味を持たれていたことには感銘を受けました。その中で、

今の若い世代からの新しい視点に気づかせてもらい、弊所と

しましても非常に有意義な意見交換となりました。 

三名の表情・言葉からは、普段の学校の教室では感じ得な

い刺激を受けた様子が見出され、このカリキュラムの意義深さ

を実感でき、弊所が関わらせて頂いたことは光栄でした。 

聡明な生徒の皆さんの未来に幸あらんことを祈念いたしま

す。      写真出典：URC撮影（滝本一馬 研究スタッフ）
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◆今月のおすすめ  

『東京飛ばしの地方創生 ―事例で読み解くグローバル戦略』 

山﨑朗・久保隆行 著 時事通信社８月９日発売予定 
URC 企画委員の山﨑朗中央大学教授と久保隆行上席

主任研究員は、共著で『東京飛ばしの地方創生 ―事例

で読み解くグローバル戦略』と題する書籍を出版されま

す。（８月９日発売予定） 

人口減少が避けられない中で、地域需要や国内需要に

依存していたのでは、地方はいずれ負の連鎖に陥り衰退

は免れません。グローバル市場との結節こそが、今後の

地方創生のカギとなります。そのためには、地方はグロ

ーバリゼーションを受け容れ、自ら変貌していく必要が

あります。 

本書では、豊富な事例を紹介・分析しながら、グロー

バル化による地方創生の

方策を示しています。そ

の一章に、福岡市をおお

きく取り上げ、「グローバ

ル創業・雇用特区」など

の先進的な取り組みにつ

いて論じています。 

入荷次第、当資料室に

て公開しますので、是非

ともご一読ください。 

 （山崎三枝 司書） 

◆URC メディア紹介情報－最近 1か月の情報を中心に－ 

◎新聞 

(2016/7/23 日本海新聞 8p) 

鳥取の未来創造 美術フォーラム 2016 どんな美術館

が必要？３会場でパネル討議 

市民研究員 OB藤浩志さんが基調講演、パネル討議に

登場する【倉吉会場】９月１９日の開催予告 

(2016/7/22 中国新聞 朝刊 27p) 

中国新聞の主催行事 第６３回広島県社会福祉夏期大

学 8/22（月）午前１０時３０分から午後３時３０分 中国新

聞ビル 

小川全夫特別研究員が、NPO法人ｱｼﾞｱﾝ・ｴｲｼﾞﾝｸﾞ･ﾋﾞ

ｼﾞﾈｽｾﾝﾀｰ理事長としてパネルディスカッションのコーデ

ィネーターを務め、対談に参加するイベントの開催予告 

(2016/7/13 読売新聞 朝刊 35p) 

赤ちゃんの化粧まわし展 山笠に合わせ 

市民研究員 OG池田節子さんが同展へコメント 

(2016/7/12 南日本新聞 朝刊 20p) 

赤黄の対比、深緑に映え/湧水町の霧島アートの森、大型

作品の補修進む 

市民研究員 OB藤浩志さんの作品が紹介される。 

(2016/7/12 宮崎日日新聞 朝刊 11p) 

九大 自動運転バス実験/１８年度にも構内で実用化 

安浦寛人理事長が九大副学長として記者会見でコメント 

(2016/7/9 佐賀新聞 24p) 

九大で自動運転バス実験 １８年度は構内実用化 

安浦寛人理事長が九大副学長として記者会見でコメント 

(2016/7/7 西日本新聞 夕刊 9p) 

福岡アジア都市研究所 都市セミナー開催予告記事 

◎雑誌  

(2016/7 GREEN AGE 38～40p) 

<新連載>アジアンランドスケープへの模索<1>カンボジ

ア編(その 1)アンコール遺跡群 

市民研究員及び短期研究員 OB増田元邦さんが執筆 

(2016/7 九州マーケティングアイズ vol.78  22～24p) 

アジアと九州の今 福岡は本当に国際化しているのか？ 

URC OB山本公平さんが執筆 

(2016/7 愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要

第３号 18～26p) 

福岡・釜山の超広域経済圏におけるグローバル創業予

備人材の交流の実態に関する研究 

柳基憲研究主査が共著 

◎テレビ 

(2016/7/13 TNC テレビ西日本 ももち浜ストア 

夕方版 18:30 頃) 

キニナットル！福岡“美人の宝庫”のワケ 

URC OG山下永子さんが出演  

(2016/6/9  TVQ｢ハロー！福岡県｣ 21：54～21：58) 

歴史的な環境を生かした取り組み～唐津街道姪浜まち

づくり協議会～ 

URC OB大塚政徳さんがレポーターを案内し、姪浜の

魅力を紹介。 

◎ラジオ 

(2016/7 毎週金曜日 ローカルラジオ放送こみてん

18:00~18:25）スポガで Ready Bowl!!  

市民研究員 OB吉田勝さんがパーソナリティを務める。 

◎Web  

(2016/7/10 LOS ANGELES TIMES ：米国・ロサン

ゼルスタイムズ紙) 

As Japan's population shrinks, bears and boars 

roam where schools and shrines once thrived 

和訳(仮)：人口減少が進むにつれ、かつて人のいた学校

や神社には熊や猪がうろついている。 
(2016/7/12 洛杉矶时报) 同中国語版 
日本人口急剧萎缩 曾经的庙堂和学校游荡着熊与野猪
(图) 

久保隆行上席主任研究員、唐寅主任研究員の発言が

引用される。

 


